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塩谷正雄　著

強風の性質
一構造物の耐風設計に関連し

て一
開発社，1979，A5版，193頁，2，500円

　近年の技術の進歩に伴って構造物の規模が大きくな

り，非常に丈の高いものが作られるようになって来た．

そのため構造物の設計に際して考慮しなければならない

自然力として，風力の重要性が次第に増大し，ある場合

には地震力以上に支配的になる場合さえ生じるようにな

って来た．このような事情を反映して風工学（Wind

Engineering）と呼ばれる分野が近年次第に確立されよ

うとしている．そして，そのような事情を反映して関連

した本が近年相次いで出版された．それらは，岡内他

著，耐風構造（丸善，1977），石崎著，耐風構造（朝倉，

1977）および本書である．前二者は主に構造学の立場か

ら書かれており，気象学に関連した内容は少なく，強風

の性質に関する記述は本書が最も充実している．

　本書の著者は，鉄道技術研究所および日大，生産工学

部において一貫して気象学と工学の境界領域において気

象学的立場から仕事を進めてきた中心的研究者であり，

本書はその研究成果の要約編とも言えるものである．従

って，著者が行って来た研究に関連した分野に重点が置

かれており，風の鉛直分布，強風の乱流，ガストファク

ター（突風率：最大瞬間風速と平均風速の比で，平均風

速から最大瞬間風速を推測するのに用いられる），風と

地形，最大風速の推定などの内容について専門的な解説

がなされており，強風の性質に関する研究の現在の最先

端の知識が要領よく説明されている．風の力学的性質，

風の計測法，風の観測値の解析法などに紙面を充分割く

余裕がなかったと思われる点もあるので，これで風につ

いてすべてのことを基本から勉強しようとする人々にと

っては不満足な点があるが，日本語で書かれた世界の先

端的研究を紹介した本としては立派である．引用文献に

は一般の気象学の研究者には入手困難なものが多く，入

手方法などの説明があった方が良いようにも思われる

が，比較的正確に引用されているので問題は少ないであ

ろう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（光田　寧）
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